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おおらかである。一方、木寄せの合理化が進んだ湛慶作例は、無駄のない小振りな材料で構成され、細
部の彫刻制作もたいへん容易になっているものの、動勢は少なくなっている。 
 また割矧造りのひとつである割り脚についても、実作者ならではの考察を行い、割り脚の抜け勾配か
ら、雪渓寺像の木寄せ構造に工夫が加えられているという指摘は重要である。本研究により、作品の動
勢や形状の相違を、作家の個性によるとされてきた従来の見方とは違い、実作者の立場から構造の合理
化による帰結であることを証明したことは注目に値する。 
 また同像の現状模刻像は、極めて高い精度で制作され、古色仕上げにもよく成功しており、実技作品、
論文ともに高い評価を与えられるに相応しい研究といえる。 
 中村は、研究姿勢や制作態度だけでなく、人格的にもたいへん優れ、実技者、研究者のいずれの道を
歩むにせよ、今後の活躍が大いに期待される。 
 
